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試作した装置はトロイダル電場(九=212mm，仇=85.20 )と斜入出射角をもっ均一磁場 ( Tm=200 




















去し得るイオン光学系を見出し立体 2 次 2 重収束質量分析計を試作した。試作装置は期待通りの収束
特性を示し，その結果，従来装置ではできなかった同一質量数の異なるイオン種を分離観測すること
ができるようになり，また不純物の検出限界も著しく向上することがわかった。
以上のように田谷君の開発した質量分析計は固体の表面分析の感度と精度を著しく改善するのみな
らず，高分解能，高感度が要求される他の質量分析にも貢献するものと考えられる。よって，理学博
士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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